
中国語の可能表現｢能｣｢可以｣｢会｣

黄 麗 筆

1. はじめに

.可能を表す中国語の能麻動詞 ｢能｣(nerng), ｢可以｣(k岩yT), ｢会｣(hut)の意味は,一

定の分類がなされた形で紀透されることが多い｡例えば,呂叔湘主描く1980)(日本語訳は

牛阜監訳1992による)では次のような紬かな分類がなされている｡ く以下では便宜上 中

国語文は日本で通用している漢字で表記する｡)

｢能｣

①事を行う能力や条件があることを表す｡

我例今天地倣的事,有許多是過去倣不到的｡

(我々が今日できることの中には,過去に不可能だったものがたくさんあ

る)

②上手に行うことを表す｡前に 狽̀'をっけられる｡

他根地団結同志｡ く彼は同志を団結させるのにたけている)

@ある用途があることを示す｡

構子皮遍盤倣英｡ (みかんの皮から薬をつくることもできる)

⑥可能性のあることを表す｡

満天星星,邸地下雨? (満天の星空だ,雨なんて降るはずないよ)

⑤情理から許されることを表す｡

我可以告訴伸道道魔法志摩倣,可是不地告訴伸等轟｡

くこの間題をどう解くかは教えてあげてもいいが,答えは教えられないよ)

⑥状況から許されることを表す｡

道JL塩杢盤抽壇7 - 邪凡可以抽煙,道凡基盤｡

(ここで煙草を吸ってもいいですか - あそこではかまいませんが,ここ

ではだめです)

｢可以｣

①可能を表す｡

道問屋子亘以住四個人｡ (この部屋には4人住める)

②ある用途を持つ｡

大白菜亘以生喫,小白菜不能生喫｡

(白菜は生で食べられるが,小松菜は生では食べられない)

③許可を表す｡

我亘以進来喝? 一 旦以｡ (入ってもいいですか - いいです)
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⑥値打ちがある｡

道個問題視亘盟研究一番｡ (この間題は研究する価値がある)

｢会｣

①どうすればよいかわかっている,･･･する能力がある｡ [注11

.停会益金唱道個歌? 一 会｡ (この歌歌えますか 一 歌えます)

②あることをするのが得意である｡ふつう前に 根̀ ･其 ･最'などをつける｡

他根金額戯｡ く彼は芝居がとても上手だ)

③可能性がある｡

現在他不全在家里｡ (いま彼は家にいるはずがない)

(以上,下線筆者)

以上の分類の中には,文法的な性質 (例えば,単独で質問の回答になるか否か,対応す

る否定表現は何かなど)にもとづいてたてられた項目もある｡しかし,上にあげた用法の

違いはことがらの性質や文脈の違いによるところが大きく, ｢能｣｢可以｣｢会｣の基本

的な意味はひとつにまとめることができる｡

以下,それぞれの語について分析をおこなう｡ く例文は特にことわらないかぎり筆者の

作例である)｡

2. ｢能｣

まず. ｢能｣の分析から始めよう｡

(1) 張三虚説四川話｡ く張三は四川語が話せる)

(1)は ｢四川語を話す能力を有する｣ということを表す文であるが,(2)のような文脈で

発した場合は不自然になる [注2]｡

(2)??張三是四川人,地説四川話｡ く張三は四川人だから,四川語が話せる)

(2)に対するネイティブスピーカーの反応は,四川人が四川語を話せるのはあたりまえで

あり,あたりまえのことを表すのに ｢能｣を用いるのはおかしい,という点で一致してい

る｡また,この直観をうらづけるように,(2)に ｢どのような四川語が話せるか｣というこ

とを示す語句を補うと自然な文になる｡

く3) 張三是四川人,能説一口非常地道的四川話｡

(張三は四川人で,非常に槙準的な四川語が話せる)

四川人ならば四川語を話せるのはあたりまえだが,四川人であれば ｢非常に標準的な｣

というレベルに達した四川語が話せるとは限らない,というわけである｡

この例からも示唆されるように, ｢能｣の意味を考える場合には, ｢達成｣,すなわち,

(4) 状況が･･･というレベルにまで達する｡

ということがひとつの重要なポイントになる｡実際,呂叔湘主絹(1980:p.369)で指摘され

ているように,動作の達成度を問題にするという文脈では ｢能｣が自然である 【注3]｡
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(5) 小李能刻鋼板,一小時能刻IT千多享｡

(李くんはガリ版を切れる｡1時間に1000字あまり切れる)

(呂叔湘主締1980:p.369)

(6) 新幹線一個小時能行210公里｡ (新幹線は一時間で210車旦走れる)

(5)(6)は,いずれも｢李くん｣｢新幹線｣という主体の能力や性能が一定のレベルに遵

している く一定の能力 ･性能が達成されている)ことを述べる文である｡

1.にも示したように,呂叔湘主解く1980:p.367)では, ｢能｣が ｢上手におこなう｣こと

を表す場合は前に ｢根｣(たい仙)などの程度副詞がつけられるとしている｡

(7) 他退能団結同志｡ (彼は同志を団結させるのにたけている)

(呂叔湘主編1980:p.367)

この場合, ｢技能が一定のレベルにまで遵している｣ことが ｢能｣で表される｡

ただし, ｢能｣の前に ｢根｣があれば必ず ｢上手におこなう｣という意味になるかとい

うとそうではない｡

(8) 張三退龍三東西,見什康男什磨｡

(張三は非常によく買物をし,見たものは何でも買ってしまう｡)

(8)には ｢買物にたけている｣という意味はない｡(8)が表すのは, ｢買い物の童が多い｣

あるいは ｢買い物をする頻度が高い｣ということ,すなわち動作や丑の頻度が高いレベル

にまで達しているということである｡ (類例として, ｢能喫｣(よくか8), ｢能瞳｣(よく酌),

｢能叫｣(やたらときざ立て8), ｢既要能学也要能玩｣(よく苧6,よくBJ()などがある｡)この点, ｢能｣

は後述する ｢会｣とは異なる｡

次のような例も, ｢能｣は ｢状況が一定のレベルにまで遵する｣ことを表すという線で

説明できる｡

(9) 退瓜什磨時候成熟? (この皿はいっごろ熟しますか)

(10) 道些洗了的東西今天地干喝? (これらの洗濯物は今日中に乾きますか)

(9)(10)で問題にされているのは, ｢この皿はいつごろ 『熟する』というレベルにまで遵

するか｣｢これらの洗濯物は今日中に 『乾く』というレベルにまで連するかどうか｣とい

うことである｡この場合,話し手が ｢熟する/乾く｣ことの達成を望んでいること,そし

て ｢熟する/乾く｣ことが順調に達成されるとは限らない (何らかの要因によって達成が

さまたげられることもありうる),ということが ｢能｣によって合意される｡

｢能｣が ｢可能性｣を表すとされる場合も, ｢達成｣という視点にたっと,そのニュア

ンスをうまく説明することができる｡

(1･1) 天道磨晩了,張三也許不地来了｡

(こんなに遅くなって,張三はもう来られないかもしれない)

(12) 道核子将来一定虚像他的父親群棲出色｡

(この子は将来きっと父親のように立派な人になるだろう)
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(13) 兵役想到在道里塩見到伸｡

(まさかここで会えるとは思わなかった｡)

これらの例で述べられているのは, ｢状況が話し手の望むレベルにまで達する｣という

ことである｡実際,(15)のような予想外 ･反語の文脈をのぞき,望ま●しくないことがらに

ついて ｢能｣が用いられることはない｡

(14) a.1不注意身体並感冒的｡ (体に気をつけないと風邪を引くぞ)

b.1遥核子的父親損壊,道孫子将来一定地象他的父親｡

(この子の父親は非常に悪い人だ｡この子も将来きっとその患い父親の

ようになるだろう)

(15) a. 其没想到我地落到道種地歩｡

く自分がこんなに落ちぶれるとは思わなかった)

b. iE磨関健的時候志摩地感冒呪?

(こんな大事な時に風邪なんか引けるか)

｢達成｣という概念には ｢困難の克服｣という含みがあるが, ｢能｣が ｢状況が話し手

の望むレベルにまで達する｣ということを表すというのも,このことと関連があるように

思われる｡

重要なのは,(ll)から(13)の例において, ｢能｣そのものは ｢状況が話し手の望むレベ

ルにまで達する｣ということを表すだけだということである｡ ｢可能性｣という意味は,

文脈,上の例では,話し手の推丑 ･推測を表す ｢也許｣(如しれ帥), ｢一定｣(きっと), ｢兵役

想到｣(まきトと鳩わ抽'た)などの表現があることによって明確な形で生ずると考えられる｡

｢許可｣を表すとされる ｢能｣についても同じことがいえる｡

(16) A:現在,我地見張三唱?

(いま,張三に会えますか/張三に会わせてもらえますか)

B:現在張三正在開会,仲基塩見他｡

(いま,張三は金紙中だから,会ってはいけません/会えませんよ)

(16)で述べられているのは,基本的には ｢状況が話し手の望む 『会う』というところに

まで達する (かどうか)｣である｡そして, ｢会えるかどうか｣ということは誰かの意向

あるいは何らかの規則 ･約束事によって決まることであるため, ｢許可｣という意味あい

が加わるのである｡

以上の議論をふまえ, ｢能｣の基本的な意味を次のようにまとめる｡

｢能｣:状況が一定のレベルにまで遵する｡

3. ｢可以｣

｢可以｣と ｢能｣は類似の文脈で用いられることが多い｡辞書等では, ｢可以｣と ｢能｣

をおきかえて説明されることもある｡しかし,当然のことながら, ｢可以｣と ｢能｣は決
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して同じ意味を表すわけではない｡以下, ｢能｣と比較しながら｢可以｣の意味について

考える｡

まず,次の例では ｢可以｣｢能｣の両方が使用可能である｡

(17) a. 退問屋子亘以住四個人｡ (この部屋には四人住める)

(呂叔湘主縮1980:p.302)

b. 道問屋子放任四個人｡ (この部屋は四人まで住める)

しかし,次のような文脈では ｢能｣は不自然である｡

(18) a. iE問屋子亘以住四個人,也亘退任両個人｡

(この部屋は四人住んでもかまわないし,二人住んでもかまわない)

b.1遥問屋子鹿住四個人,也盤住両個人｡

｢可以｣を用いた(lTa)は,

(19) ｢四人｣は ｢この部屋｣に居住可能な人数の範囲内におさまる｡

ということを表すだけで, ｢四人｣が居住可能な人数の上限だとは言っていない｡く18a)で

述べられているのも, ｢四人｣｢二人｣はともに許容範囲内におさまる,ということにす

ぎない｡

これに対し, ｢能｣が表すのは ｢達成｣であり,(lTb)で表されるのも,居住可能な人数

の上限が ｢四人｣だということである｡(lab)で ｢能｣が不自薦なのも, ｢四人｣｢二人｣

という二つの上限があることを述べることになるからである｡ちょうど,日本語で,

(20)??この部屋は四人まで住めるし,二人まででも住める｡

が不自然なのと同じである｡もちろん,(21)のように ｢一定の条件のもとでは上限が上が

る｣という文脈では ｢能｣は自然である｡

(21) 道問屋子鹿住四個人,靖一掃也盤住五個人｡

(この部屋は四人まで住めるが,つめれば五人まで住むこともできる)

次の例においても, ｢可以｣は ｢ことがらが許容範囲内におさまる｣ことを表す｡

(22) 張三 可以/能 写小説｡ (張三は小説が書ける)

｢可以｣が用いられた場合は,

(23) ｢小説を書く｣ことは張三の能力の許容範囲内におさまる｡ (張三にとって,

小説は ｢専こうと患えば書ける｣ものである)

くらいの意味になるが, ｢能｣が用いられた場合は, ｢筆がたつ｣,すなわち,

(24) ｢小説を書く｣行為が丑的にも質的にも一定のレベルに達している｡ く専く畳

も多いし,早く上手に書ける｡)

という意味になる｡日本語でも,

(25) 小説を書くくらいは (tたいへん)大丈夫だ｡

のような文は ｢たいへん｣のような程度副詞とは共起しにくいが,中国語でも,この場合

の ｢可以｣は ｢根｣(帥へん)などの桂皮副詞とは共起しにくい｡
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(26) a.書張三退可以写小説｡

b. 張三盆能写小説｡ (小説を書くと張三はたいへん筆がたつ)

ただし,次のような場合には,通常 ｢根｣あるいは ｢倒｣(まあ)が付加される (呂叔湘主

編1980)｡

(27)a. 遥個問題退可以研究一番｡ (この間題は研究する価値がある)

b. 美術展覧且可以著者｡ (美術展は見ておいたはうがいい)

(呂叔湘主編1980:p.303)

この種の ｢可以｣は ｢値打ちがある｣ことを表すといわれるが,そのニュアンスをもう

少 し具体的にいうならば, ｢なかなかいい｣ということになろう｡これもつまるところは,

｢問題｣や ｢美術展｣が ｢研究する｣｢参観する｣という行為,及び行為の背景にある人

々の興味や関心を受け入れるということであり,やはり ｢許容｣という線で考えることが

できる｡

｢可以｣は主に ｢許可｣を表すと言われる｡確かに, ｢ことがらが許容範囲内におさま

る｣ということを表す関係上, ｢可以｣は ｢許可｣という文脈で用いられることが多いが,

｢許可｣という意味自体は,許可を与える主体や競則 ･約束事の存在が想定される場合に

生ずる意味にすぎない｡

(28)[9時になって,勉強していた子供が]

嫉妬都到九点了,我亘以睦覚喝? (ママ,もう9時になったよ,寝ていい?)

次の例は,呂叔湘主編(1980:p.369)で, ｢能｣は ｢客観的可能性｣を表せるが ｢可以｣

はできないとしてあげられているものである｡

(29) a. 退座晩他遍地来喝? (こんなに遅くなって彼はまだ来られるだろうか)

b.+道磨晩他遜亘以来喝?

(呂叔湘主編1980:p.369,自然さの判定も同寺による)

｢能｣を用いたく29a)は,

(30) ｢時間が遅い｣という悪条件であっても, ｢彼が来る｣ということは達成され

るか否か?

という問題 (心配)を聞き手と共有 しようとして発される文であり,聞き手に答えを求め

る文ではない｡ ｢可以｣を用いたく29b)は,ネイティブスピーカーによって自然さに関する

判断がゆれる文であり,呂叔湘主拓く1980)は不自然とするが,筆者を含め,

(31) こんな遅い時間に彼が来てもいい?

のように聞き手に許可を求めるという解釈ができないわけではない,とするネイティブス

ピーカーも少なくない｡ ｢道磨晩｣(こん批針)という悪条件を示す要素と ｢遍｣くまだ)がくみ

あわきると許可を求めるという意味にはとりにくいということだと思われるが,いずれに

せよ,

(32) お母さん,こんな遅い時間に彼が来られるかどうかあててごらん｡.
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のように,聞き手に許可を求めているのではないことが明らかな文脈では ｢可以｣は使え

ず, ｢能｣または次節で述べる ｢会｣が用いられる｡

(33) 婿婿,伸構造磨晩了他遍 能/会/l可以 来喝? (=32)

｢可以｣が ｢許可｣の意味に解釈されやすいというのも, ｢ことがらを許容する｣主体

の存在が強く合意されるからであろう｡

以上の議論をふまえ, ｢可以｣の基本的な意味を次のようにまとめる｡

｢可以｣:ことがらが許容範囲内におさまる｡

4. ｢会｣

｢会｣はしばしば ｢学習や訓練によって一定の技能が習得されている｣ことを表すとい

われる｡しかし, ｢会｣が表すのはむしろ ｢ことがらがごく自然に成立する｣ということ

であり, ｢学習による技能の習得｣ということもその中に含まれると考えるべきである｡

以下, ｢能｣と比較しながら ｢会｣の意味について考える｡

まず,当該の動作が主体にとって ｢特別な努力を要することなく,ごく自然におこなえ

る｣動作である場合は, ｢会｣が用いられ, ｢能｣は用いにくい｡

(34) 張三是四川人,会/79能 説四川話｡ (張三は四川人だから,四川語が話せる)

ef.張三是四川人,能説一口非常地道的四川話｡(…3)

く張三は四川人で,非常に横準的な四川語が話せる)

(35) 老鼠生来 会/99能 打洞｡

(ネズミは生まれながらにして穴を掘ることができる)

(34)ではJ技能が一定のレベルにまで遵していることを表す ｢能｣ではなく, ｢会｣を

用いなければならない｡これも,四川人にとって ｢四川語を話す｣ということはごく自然

におこなわれ,特別な努力を必要としない動作だからである｡

また,(35)で述べられているのも,ネズミにとって, ｢穴を掘る｣ことは誰に教えられ

るともなく自然に習得され,特別な努力なしにおこなうことができる動作である,という

ことである｡

｢会｣の意味を考える上で,この ｢自然に成立する｣ということはきわめて重要なポイ

ントである｡実際,通常 ｢自然に成立する｣とは考えにくい動作 (例えば ｢1時間に1000

字あまり打つ｣)については, ｢会｣は使いにくい｡

(36) 張三一小時 能/77会 打一千多字｡ (張三は1時間に1000字あまり打てる)

｢ことがらが自然に成り立つ｣ということは,動作主体の意思や外的条件に依存すると

いうよりは,主語で表されるヒトやモノの性質に依存する形でことがらが成立するという

ことである [注4】｡

例えば.

(37) 我最近根忙,不能/l不全 打毛衣｡
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(私は最近は忙しくて,セーターも編めません)

のような例で ｢会｣が不自然なのも,動作主体である ｢私｣の性質とは無関係に ｢忙しい｣

という外的な条件のために ｢セ｢タ-を編む｣ことが実現できない,ということが述べら

れているからである｡

次のような例でも ｢会｣は使いにくい｡

(38) 退城布 能/l会 倣西服｡ くこの生地で背広が作れる)

(39) 道塊豆腐遍 能/l会 喫喝? (この豆腐はまだ食べられますか)

これも, ｢作る｣｢食べる｣ということが実現されるかどうかは ｢生地｣や ｢豆腐｣の

性質だけで決まるわけではなく,動作をおこなう人間の側の技能や意思も問題になるから

であろう｡

これに対し,

(40) 這塊布-洗 会/書能 給水的｡ (この生地は洗うと縮む)

(41) 豆腐不喫 会/t能 放境的｡ (豆腐は早く食べないと傷むよ)

のような例では ｢会｣が自然である｡ ｢生地が縮む｣｢豆腐が傷む｣といったことがらは,

｢生地｣や ｢豆腐｣自体の性質上,自然に生じうることだからである｡

次の例も ｢会｣と ｢能｣の意味の違いが端的に現れる例である｡

(42) a. 張三特別会買東西｡ (張三は買物上手だ)

b. 張三特別能買東西｡ (張三はよく買い物をする/たくさん買う)

(43) a. 張三特別会走路｡ (張三は上手に歩く技術を身につけている)

b. 張三特別能走路｡ (張三はよく歩く/長い距離を歩く)

(42a)(43a)が意味するのは,主体が当該の動作を上手におこなうことができるというこ

とであるが,これもつまるところは,当該のことがらが主体の性質に依存する形で自然に

(スムーズに)成立するということである｡一方, ｢能｣を用いた(42b)(43b)で表される

のは,先に述べたように ｢動作の頻度や丑が一定のレベルにまで達している｣ということ

である｡ (類例としては, ｢会喫｣(食J(恥載っている)と ｢能喫｣(よく食･(ち), ｢会説話｣(乱方弼みで

ある)と ｢能説話｣(よくLl･(ち)などがある｡)

｢可能性｣を表すと言われる ｢会｣も,やはり｢ことがらが自然に成立する｣という視

点にたっと,そのニュアンスを適切にとらえることができる｡

(44) 看様子明天 会/能 下雨｡ (この様子では明日は雨になりそうです)

(45) 只要努力,是一定 会/能 成功的｡ (努力さえすればきっと成功するよ)

｢能｣を用いた場合は, ｢状況が 『雨が降る/成功する』というところにまで遵する｣

ということに重点がおかれるが, ｢会｣が用いられた場合は, ｢『この様子/努力する』

という条件のもとでは 『雨が降る/成功する』ということがらが自然ななりゆきとして成

立する｣ということに重点がおかれる｡

2.で述べたように, ｢能｣は (予想外 ･反語の文脈をのぞき)望ましくないことがらに
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ついては使えないが, ｢会｣にはそのような制限がない｡

(46) a. 不注意身体 会/l能 感冒的｡ (体に気をつけないと風邪を引くぞ)

b. 遥核子的父親損壊,道該子将来一定 会/+能 象他的父親｡

(この子の父親は非常に悪い人だ｡この子も将来きっとその悪い父親の

ようになるだろう)

｢能｣とは異なり, ｢会｣は ｢ことがらが自然に成立する｣ということを表し, ｢達成｣

すなわち ｢困難の蒐服｣という意味あいを含まない｡ ｢会｣が望ましいことがらと望まし

くないことがらの両方について用いることができるのもそのためであろう｡

以上の議論をふまえ, ｢会｣の基本的な意味を次のようにまとめる｡

｢会｣:ことがらがごく自然に成立する｡

5. まとめ

本稿では, ｢能｣｢可以｣｢会｣の基本的な意味を次のようにまとめた｡

｢能｣ :状況が一定のレベルにまで達する｡

｢可以｣:ことがらが許容範囲内におさまる｡

｢会｣ :ことがらがごく自然に成立する｡

｢可能｣という言い方でカバーできる意味屯田はかなり広いが, ｢能｣｢可以｣｢会｣

のそれぞれの意味特徴を一言で表すとすれば, ｢能｣は ｢達成｣, ｢可以｣は ｢許容｣,

｢会｣は ｢自発｣ということになろう｡

本稿では, ｢能｣｢可以｣｢会｣の種々の用法をひとつの意味にまとめることに主眼を

置いた｡この結果をふまえて, ｢能｣｢可以｣｢会｣の用法の広がりをことがらの性質や

文脈との関わりできめ細かに記述することが次の探題である｡

/注/

*本稿は,黄濃華(1988:如%)の内容の一部にもとづいておこなった口頭発表 ｢中国語の能

顧動詞 『能』『可以』『会』について｣(東京都立大学国語国文学会,1988年5月14日)

の発表原稿に加筆 ･修正を加えたものである｡

1 劉月華他(1983:p.115)では, ｢わかる｣｢する能力がある｣｢うまい｣という意味を

表す ｢会｣は動詞扱いされている｡ただし, ｢金益金唱道個歌｣(この歌が歌える),

｢根金浜戯｣(芝居がとても上手だ)のような,通常は能願動詞 (助動詞)とされる

｢会｣までも動詞として扱うのかどうかは,例文があげられていないので,はっきり

したことはわからない｡

2 中国語の例文の自然さの判定は,1987年に都立大学国文学研究室のネイティブスビー

･カー (8人以上)にアンケー ト調査を行なった結果である｡ ｢りは全員が非文と判定
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したもの, ｢77｣はかなり不自然と判定したものである｡

3 相原く1991:p.32)でも,後述する ｢会｣は ｢一応の基本技能がクリアされている｣こと

を表し, ｢習得した技能の深浅｣を問題にする時は ｢会｣ではなく｢能｣が用いられ

る,ということを指摘している｡

4 ｢ことがらが自然に成立する｣とはいっても,完全に生得的と見られることがらにつ

いては ｢会｣も使えない｡

書核子会巽了｡ (子供が泣けるようになった) (相原1991)

書核子会睦覚｡ (子供が睡眠することができる)

この意味では. ｢一応の基本技能がクリアされている｣(相原1991)という説明は,

｢会｣の重要な側面をとらえているといえる｡

/文献/

相虎 茂(1991)｢能 ･会 ･可以｣『中国語』372(1991年1月号)内山書店

黄 麗筆(1988)｢日本語 ･中国語における可能表現一可能文の意味を中心に-｣修士論

文 東京都立大学大学院人文科学研究科

劉 月華 他(1983)『実用現代漢語語法』外語教学与研究出版社 く相原茂監訳1991.1992

『現代中国語文法総覧 (上 ･下)』くろしお出版)

呂 叔湘 主縮(1980)『現代漢語八百詞』商務印専館 (牛島徳治監訳1992『中国語用例辞

典』東方書店)

(付記)中本正智先生をはじめとする意味論ゼミの参加者の方々からは,母語を分析す

るセンスを磨くことの大切さを教わりました｡また,黄麗筆(1988)の執筆に際

しては,菊田正信先生 く当時東京都立大学,現在一橋大学)からも貴重な助言

をいただきました｡記して感謝申し上げます｡

くHuangLihua･聖心女子大学非常勤講師)

-87-


	nihongo kenkyu 15

